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　「
公
器
」
の
姿
を
目
指
し
、
挑
戦
す
る

姿
勢
で
大
学
改
革
を
押
し
進
め
て
き
た

結
果
、
昨
年
四
月
の
新
学
部
「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
部
（
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

科
）」
開
設
に
よ
り
、
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
学
に
進
学
す
る
学
生
の
八
割
は
福

島
県
内
出
身
者
で
す
。
そ
し
て
大
部
分

の
学
生
が
地
元
に
戻
り
就
職
し
て
い
ま

す
。
そ
の
地
元
が
、
福
島
県
特
有
の
避

難
指
示
解
除
区
域
で
あ
れ
、
全
国
的
に

問
題
と
な
っ
て
い
る
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
が
進
む
地
域
で
あ
れ
、
共
通
す

る
の
は
人
手
不
足
・
人
材
不
足
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
そ
こ
に
住
む
人
が
そ
こ
で
住

み
続
け
ら
れ
る
地
域
の
創
生
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
道
半
ば
で
あ
る
福
島
の
再
生
を
支
え

る
人
材
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
支
え
る

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
課
題
先
進

地
と
い
わ
れ
る
福
島
に
あ
る
本
学
の
大

き
な
役
割
と
理
解
し
、
本
学
で
学
ぶ
学

生
に
は
課
題
の
根
源
を
探
求
し
、
幅
広

い
視
野
で
解
決
で
き
る
知
見
を
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
も
、
そ
こ
で

「
生
き
る
力
」「
生
き
抜
く
力
」
を
身
に

つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
学
問
的
な

知
識
を
教
授
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

さ
ら
に
実
践
力
に
つ
な
げ
る
体
験
や
経

験
を
ど
れ
だ
け
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
大
学
は
問
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
本
学
で
は
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
て
、
地
域
に
目
を
向
け
、
地
域

を
知
り
、
地
域
の
今
を
実
感
で
き
る
「
地

域
で
学
び
、
地
域
に
学
ぶ
」
学
び
の
場

と
な
る
地
域
連
携
活
動
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
年

四
月
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
教
授
に

就
任
し
た
韓
国
の
高
教
授
の
紹
介
に
よ

り
、
昨
年
十
二
月
に
韓
国
の
建
国
大
学

総
長
と
の
懇
談
や
仁
荷
大
学
に
お
い
て

「
ふ
く
し
ま
な
ら
で
は
の
学
び
」
の
講
演

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
韓
国
の
大

学
と
の
交
流
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
昨
年
五
月
に
行
わ
れ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
部
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

い
て
「
世
界
か
ら
見
た
ふ
く
し
ま
」
を

講
演
し
て
い
た
だ
い
た
Ｕ
Ｃ
Ｌ
の
大
沼

教
授
の
紹
介
に
よ
り
、
今
年
の
三
月
に

イ
ギ
リ
ス
の
ペ
ト
ロ
ッ
ク
大
学
の
学
生

と
教
師
を
迎
え
、
本
学
の
学
生
と
と
も

に
五
日
間
に
わ
た
り
復
興
の
歩
み
を
学

ぶ
な
ど
積
極
的
な
交
流
が
行
わ
れ
、
本

学
の
学
生
に
と
っ
て
大
き
な
学
び
の
機

会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
学
の
内
山
副
学
長
・
教

授
の
大
震
災
・
原
発
事
故
の
子
ど
も
た

ち
の
心
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
「
浜

通
り
の
子
ど
も
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
支
援
」
が
、
国
内
有
名
国
立
大
学
に

混
じ
っ
て
唯
一
の
私
立
大
学
と
し
て
国

際
教
育
研
究
機
構
（
エ
フ
レ
イ
）
の
研

究
事
業
に
採
択
さ
れ
、
そ
の
研
究
事
業

に
は
世
界
的
な
研
究
教
育
の
第
一
人
者

で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ス
大
学
の
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ミ
ル
ズ
博
士
の
参
画
も
予

定
さ
れ
る
な
ど
、
本
学
が
取
り
組
ん
で

き
た
地
域
連
携
活
動
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な

活
動
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
、「
世
界
か

ら
見
た
ふ
く
し
ま
」「
ふ
く
し
ま
か
ら
見

た
世
界
」
と
い
う
視
点
で
国
際
交
流
・

国
際
理
解
を
深
め
、
学
生
の
学
び
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
、
本
年
四
月
一
日
に

「
ふ
く
し
ま
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
海
外
に
向
け

て
の
「
ふ
く
し
ま
な
ら
で
は
の
学
び
」

を
提
供
で
き
る
大
学
と
し
て
、
国
内
外

で
の
本
学
の
評
価
を
高
め
る
と
と
も
に
、

福
島
だ
け
で
な
く
、
日
本
各
地
、
世
界

各
地
で
、
そ
こ
の
地
域
を
支
え
る
人
材

を
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、「
知
識
か
ら
実

践
力
」
に
つ
な
げ
る
「
ふ
く
し
ま
な
ら

で
は
の
学
び
」「
こ
こ
に
し
か
な
い
学
び
」

が
で
き
る
学
び
の
場
に
す
る
た
め
、
さ

ら
に
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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今回受審した機関別認証評価は、
大学の基本的・共通的な内容で構成されている
６つの評価基準が設けられています。

使命・目的等
学　　生
教育課程
教員・職員
経営・管理と財務
内部質保証

評価基準

　
全
て
の
大
学
・
短
期
大
学
は
、
大
学
等

の
教
育
研
究
の
質
の
担
保
を
図
る
た
め
、

学
校
教
育
法
に
基
づ
い
て
文
部
科
学
大
臣

の
認
証
を
受
け
た
評
価
機
関
に
よ
る
第
三

者
評
価
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
学
は
令
和
５
年
度
、大
学
・

短
期
大
学
部
と
も
に
公
益
財
団
法
人
日
本

高
等
教
育
評
価
機
構
（
以
下
評
価
機
構
）

に
よ
る
機
関
別
認
証
評
価
を
受
審
し
、
令

和
６
年
３
月
15
日
付
で
い
ず
れ
も「
適
合
」

の
評
価
結
果
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
機
関
別
認
証
評
価
は
、
大

学
等
の
教
育
研
究
や
組
織
運

営
、
施
設
設
備
な
ど
の
総
合

的
な
状
況
に
つ
い
て
７
年
以

内
ご
と
の
受
審
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
前
回
の
機
関
別

認
証
評
価
は
大
学
が
平
成
29

年
度
に
評
価
機
構
、
短
期
大

学
部
が
平
成
28
年
度
に
一
般

財
団
法
人
短
期
大
学
基
準
協

会
（
名
称
は
当
時
）
の
認
証

評
価
を
受
審
し
「
適
合
」
の

評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
6
つ
の
評
価
基
準
は
、
建
学
の
精
神
や
３

つ
の
方
針（
学
位
授
与
の
方
針
、
教
育
課
程

の
編
成
・
実
施
の
方
針
、
入
学
者
受
入
れ

の
方
針
）
に
始
ま
り
、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
学
生
支
援
、
教
職
員
配
置
、
法
人
の
運

営
及
び
財
務
活
動
な
ど
広
範
囲
の
領
域
に

わ
た
り
ま
す
。
特
に
大
学
側
が
自
学
の
活

動
に
つ
い
て
自
己
点
検
・
評
価
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
基
に
改
革
・
改
善
に
努
め
、
質
の

向
上
を
図
る「
内
部
質
保
証
」が
重
点
評
価

項
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
評
価
に
か
か
る
調
査
は
、
大
学
が
作
成

す
る
自
己
点
検
評
価
書
に
基
づ
い
て
書
面

調
査
と
実
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
学

は
令
和
５
年
６
月
末
に
自
己
点
検
評
価
書

と
エ
ビ
デ
ン
ス
集
を
提
出
。
書
面
調
査
を

経
て
、
同
年
10
月
４
日
〜
６
日
に
評
価
員

計
７
名
に
よ
る
実
地
調
査
が
福
島
駅
前
、

宮
代
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
教
育
環
境
の
視
察
や
各
評
価
基

準
に
沿
っ
た
本
学
関
係
者
と
の
面
談
、
学

生
面
談
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
地
調
査
後
の
審
査
を
経
て
、
本
学
が

全
て
の
評
価
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
な
評
価
内
容

や
本
学
の
自
己
点
検
評
価
書
は
評
価
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

大学LO・福祉心理学科長　　日下輝美教授
短期大学部LO・保育学科長　渡辺雅子教授

　今回の「適合」認定に至るまで、本学内では、準備期間
を含め約２年にわたり大学、短期大学学部の全学科、事務
局の協力のもと、一つひとつエビデンスを積み重ね、報告
書作成、資料収集を進めました。併せて、認証評価の本来
の目的である本学の主体的な改革・改善の一環として、３
つの方針の策定、教育活動のPDCAサイクルの確立、カリ
キュラムツリーの設定等、教育改善を実施しました。それ
らの改善結果を自己点検・評価報告書にまとめました。
　令和５年度「大学及び短期大学機関別認証評価」評価
報告書には、大学、短期大学部ともに、優れた点として、
「カリキュラムツリーにより授業科目とディプロマ・ポリ
シーとの関連を理解しながら体系的に学修できることは、
教授法の工夫として評価できる。」との評価をいただきま
した。また、学生面談に出席した各学科の学生について、
評価員の皆さまから「笑顔でしっかりと受け答えをしてく
れた」とのお話しをいただきました。
　また、今回の活動を通し、評価チームが調査の過程にお
いて挙げられた「改善を要する点」「参考意見」について
は、外部の評価基準に基づく自己点検・評価と改善サイク
ルの定着化が重要であり、第３期中期計画と連動し本学
自己点検・評価委員会等により改善への取り組みを継続し
てまいります。

基準１

基準２

基準３

基準４

基準５

基準６

キャンパス視察の様子

実地調査後の終了挨拶

評価員との面談に出席した学生たち

説明用エビデンス集

福島学院大学大学報 0405

日本高等教育評価機構

「適合」認定
令和5年度
大学・短期大学機関別認証評価を受審
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は
、「『
福
島
な
ら
で
は
の
学
び
』
を
ふ

く
し
ま
再
生
へ
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、

柳
井
雅
也
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
大
沼
教
授
、
門
馬
和
夫
市
長
、
渡
邉

博
美
会
長
、
馬
塲
由
紀
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
東
日
本
大
震
災
を
振
り
返

り
、
当
時
の
対
応
や
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
述
べ
た
ほ
か
、
学
生
ら
若
者
に
期
待
す

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　
基
調
講
演
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
開
会
式

で
は
、
来
賓
の
荒
井
崇
福
島
復
興
局
長
、

鈴
木
正
晃
副
知
事
、
木
幡
浩
市
長
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
桜
田
葉
子
学
長
が
新

学
部
へ
の
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
大
沼
教
授
は
基
調
講
演
で
、
世
界
の
先

進
諸
国
と
比
較
し
た
日
本
の
現
状
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
た
上
で
、
世
界
の
状
況
を

理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
世
界
で
福
島

県
の
復
興
と
発
展
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
解
説
。
福
島
県
の
復
興
プ
ラ
ン
や
魅

力
、
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
等
を
踏
ま
え
、「
在

学
中
に
福
島
が
必
要
と
し
て
い
る
も
の
を

見
つ
け
、
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」

と
学
生
ら
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
設
学
部
に
つ
い
て
「
社
会

課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
や

地
域
活
性
化
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【基調講演】
講師............................大沼　信一氏（UCL教授）
【パネルディスカッション】
コーディネーター ....柳井　雅也氏（東北学院大学教授）
パネリスト................大沼　信一氏
　　　　　................門馬　和夫氏（南相馬市長）
　　　　　................渡邊　博美氏（福島県商工会議所連合会会長）
　　　　　................馬塲由紀子氏（株式会社田季野取締役）

【開会式】
来賓挨拶.......荒井　崇氏（復興庁福島復興局長）
　　　　.......鈴木正晃氏（福島県副知事）
　　　　.......木幡　浩氏（福島市長）
学長挨拶.......桜田　葉子（福島学院大学学長）

令和５年度にスタートしたマネジメント学部地域マネジメント学科の開設
を記念し、キックオフイベントとしてシンポジウムを開催しました。英国に
ある世界屈指の名門大学「UCL（University College London）」の大沼
信一教授＝福島市出身＝による基調講演、地元自治体や経済界を代表
する皆さんをパネリストに招いたパネルディスカッションを開催しました。
当日は行政、教育関係者、学生ら約330名が出席しました。

大沼信一 氏大沼信一 氏

荒井　崇 氏荒井　崇 氏 鈴木正晃 氏鈴木正晃 氏

桜田葉子学長桜田葉子学長 木幡　浩 氏木幡　浩 氏

門馬和夫 氏門馬和夫 氏 渡邊博美 氏渡邊博美 氏 馬塲由紀子 氏馬塲由紀子 氏 柳井雅也 氏柳井雅也 氏

参加学生からの質問

Q 人口減少問題に関連して、人口1人当たりの生産性を
上げるという点から活用が期待されるAI技術ですが、
その情報リテラシーや活用方法についてどう考えま
すか？

A 教育は重要と考えるが、我々のような年配者よりも幼
少期からデジタルに触れている若者の方が活用術に
強いと感じている。情報分野をリードする若者が年
配の世代をサポートすべきで、そういう社会が進めば
素晴らしいと思う。（大沼教授）

Q 福島と世界をつなぐ新しいビジネスについて、それを実
現できる交通網が必要だと思いますが、小名浜港や水
素エネルギーフィールドなどを世界に発信するための
交通網についてどう考えますか？

A 「交通」という面では、浜通りの弱点と感じている。飛
行機や新幹線を利用した移動時間の短縮はエフレイ
の研究者たちの足に関わる課題でもあるが、答えは模
索中。（門馬市長）

Q 福島県はとても広く、「浜・中・会津」と地域が分
かれていますが、それぞれの地域の連携は取れて
いますか？

A 割烹の女将という立場から、県内食材を活かして
「食」をアピールする仕事を続ける中で、震災を機に
「会津」という狭い地域だけでなく、県内各地の生産
者とのつながりができ、様々な絆が増えたと感じてい
る。（馬塲氏）

Q 福島生まれ福島育ちの私は「福島」をとても良いところ
だと感じています。今回、福島と世界のつながりを知る
ことができて、福島の一員としてとても嬉しく感じました。

A 「福島」は震災前までは世界でよく知られていない地
域だった。次の福島を創っていく若者である皆さんに
は、世界中が福島に期待していることを知っていただ
き、頑張って欲しいと願います。（大沼氏）
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新学部開設記念
シンポジウム開催
新学部開設記念
シンポジウム開催
ふくしまの未来を担う
人材の育成
持続可能な地域社会の構築に向けて！



7月20日

福島発

羽田空港に向けて福島駅を出発。
ドバイ経由でロンドンへ。

7月21日

イギリス着
ロンドン・ヒースロー空港に到着。同プ
ログラムに長く協力する立教英国学院
へ移動し、翌日からのプログラムに向
けて、参加者がガイダンスを受講した。7月30日～8月1日

帰国の途へ

30日にロンドン・ヒースロー空港を発
ち、翌31日に羽田空港に到着。8月1日
に都内での自由行動時間を設け、同日
夕に福島駅に到着。

7月23～24日7月23～24日

ケンブリッジ大学 23日にケンブリッジへ移動し、異文化交流として高校生らがケンブリッジ大学名物のパンティング（川下り）体
験や中心市街地探訪などに参加。24日は元駐アフガニスタン英国大使の講話を踏まえたグループディスカッ
ション、同日午後には、研究者4名による「レジリエンス」に関連した講義を受講したほか、在ケンブリッジ日本
人研究者との交流会に参加した。

7月22日

立教英国学院

プログラム開会式が行われ、大沼教授が挨拶し参加各校
の紹介などが行われた。ランチ後、生徒間交流を目的とし
たスポーツ交流会が開催されたほか、引率教員を対象とし
たイギリス流の教員教育のレッスン体験も実施された。

7月25～28日7月25～28日

UCL

4日間の日程で、日英の
高校生が「レジリエンス」
について意見を出し
合ったワークショップを
はじめ、英語の授業体験
やUCL研究者による講
義、大沼教授と学生ボラ
ンティアによるキャンパス見学ツアーなどが催された。UCL最終日には、高校生が
ワークショップの内容を踏まえた発表を行うシンポジウム、福島県レセプションが
開催された。レセプションでは、福島高校の生徒3名が「福島の今と未来」をテーマ
にスピーチを行った。

7月29日

修了式

大英博物館、国立美術館やバッキンガム宮殿などを巡るなど
ロンドン中心部を散策。その後のプログラム修了式では、大沼
教授から高校生に修了証明書が授与された。

若者は脳が柔軟で適応能力も高いです。今回の高校生による交流は、自分を表現しつつ相手を理解する力を得る絶好の機
会となったと思います。日本も多文化共生社会となりつつあるとはいえ、英語でのコミュニケーションの機会すらまだまだ多
いとはいえません。そのため、やはり異文化交流を実践するには、現地に赴き、非母語しか使用できない環境に身を置くしか
ありません。対面での交流が距離感やニュアンス、背景文化を実感させ、異なる国の人間同士の相互理解の基盤になるので
す。当プログラムにおいて「地域社会を持続可能なものにするために必要な何か」を体感した高校生は、いずれローカルとグ
ローバルをつなぐ人材となってくれるでしょう。そして「私も海外に行って学んでみたい」「学びを地域に持ち帰りたい」といっ
た思いを次の年代が抱けるよう、引き続きお手伝いを続けたく思います。また、今回痛感したのは、地域が海外とダイレクト
に繋がる機会を多く持つことこそ地域の持続可能性を高めるということです。所属学科は地域社会の変化に柔軟に対応でき
る人材育成を謳っています。学科学生にも非母語コミュニケーションの楽しさを伝えながら語学力向上を促し、人材育成に貢
献してまいります。そして、所属学科は地域社会への貢献もミッションの一つです。今回の取組みを好事例とし、いわゆる高
大連携の取り組みなどにも踏み込んでまいりたいと考えます。
最後になりますが、イギリスでの交流を通じて本学を広く紹介する機会をいただけたことは感謝に堪えません。今後とも交流
窓口となれるよう努めてまいります。

引率教員 福島学院大学
マネジメント学部地域マネジメント学科　　助教　田川 寛之
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UCL-Japan Youth Challenge 2023

レ
ジ
リ
エンス

　
　（回
復
力
・
再
起
力
）

メインテーマ日英両国の高校生を対象とした英国教育体験サマースクールプログラム「UCL-Japan Youth 
Challenge」が7月21～30日、英国のロンドン大学UCL（University College London）やケ
ンブリッジ大学などで行われました。福島県からは県立福島高校の生徒3名と引率として本
学マネジメント学部地域マネジメント学科の田川寛之助教が参加し、世界を先導する高等教
育機関の教育研究に触れたほか、福島県の復興、魅力などを発信しました。
同プログラムは、教育活動やイベントを通した異文化交流などを目的としており、オンライン
開催を含め毎夏開催されています。同プログラムの実行委員長を務めるUCLの大沼信一教授
にマネジメント学部開設記念シンポジウムでご講演いただいたご縁などから、同プログラムを
通して本学・学部の学術交流機会の拡大につなげるため、本学教員の参加が実現しました。
現地での活動の様子を紹介します。

●グローバルな視点で社会問題に興味を持つ
●世界トップクラスの大学の講師陣による講義を体験する
●将来世界トップクラスの大学進学への道が開ける
●英語をコミュニケーションツールとして使う
●英国の学生との意見交換を行う
●自立・自主性の確立、挑戦するマインドの構築

本学教員が
帯同しました

プログラムの目的



第
一
回
に
比
べ
、飛
躍
的
に
進
化
を
遂
げ
た
と
実
感
し
て
い
る
。

一
方
で
新
学
部
が
開
設
さ
れ
組
織
が
拡
大
す
る
中
、
情
報
共
有

な
ど
が
今
後
の
課
題
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
建
学
の
精

神
や
理
念
等
を
時
代
に
即
し
て
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く

こ
と
が
今
後
求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
大
学
の
研
究
面
で
命
と
り
に
な
り
う
る
の
が
研
究

倫
理
の
問
題
だ
。倫
理
委
員
会
等
を
設
置
し
て
い
る
と
思
う
が
、

将
来
的
に
よ
り
良
い
研
究
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
教
員
、
あ

る
い
は
学
生
の
教
育
に
研
究
倫
理
を
少
し
ず
つ
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
感
じ
た
。
地
域
連
携
に
関
し
て
は
、

新
し
い
学
び
の
場
を
開
拓
し
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
そ

し
て
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
動
を
多
く
展
開

し
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。

経
営
面
で
は
、
収
支
の
黒
字
化
の
た
め
に
事
業
改
革
を
す
る
上

で
経
費
削
減
に
目
が
い
き
が
ち
だ
が
、
人
を
育
て
る
大
学
の
運

営
で
は
、
教
育
に
し
っ
か
り
と
投
資
を
し
て
立
派
な
学
生
を
育

て
地
域
に
送
り
出
す
こ
と
が
大
切
。
そ
の
上
で
学
校
経
営
が
成

り
立
つ
こ
と
が
非
常
に
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
と
考
え
る
。
職
員

採
用
の
面
接
も
担
当
し
て
い
る
が
、
学
生
自
身
が
大
学
で
何
を

学
び
、
何
に
興
味
を
持
っ
て
、
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
深
掘
り
を
し

た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
を
自
ら
評
価
し
自
分
の
強
み
を
生
か
し

て
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
話
せ
る

学
生
、
そ
し
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
で
き
る
人
材
を

探
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
や
地
域
貢
献
の
思
想
が
評
価
報

告
書
の
随
所
に
含
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

地
域
連
携
が
よ
り
活
発
に
な
り
、
積
極
的

に
活
動
し
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。

一
方
で
学
生
、
教
員
の
人
数
な
ど
制
限
が

あ
る
中
で
持
続
可
能
で
あ
る
こ
と
が
大
切
。

そ
の
た
め
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も

大
切
に
な
る
。
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
む
場
合
、
重
要
度
な
ど
を
考
慮
し

な
が
ら
事
業
の
選
択
と
集
中
も
必
要
に
な

る
と
感
じ
た
。
地
域
の
者
か
ら
す
る
と
素

晴
ら
し
い
人
材
を
育
て
、
ア
ウ
ト
カ
ム
と

し
て
学
生
に
地
元
企
業
を
は
じ
め
と
す
る

県
内
の
様
々
な
場
所
で
活
躍
し
て
も
ら
い

た
い
。
た
だ
、
自
由
意
志
の
た
め
難
し
い

課
題
だ
が
、
県
外
へ
の
人
材
流
出
を
防
ぐ

た
め
に
、
大
学
や
地
元
企
業
だ
け
で
は
な

く
地
域
全
体
で
若
者
や
女
性
が
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
、

福
島
県
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
学
・
組
織
運
営
に
つ
い
て
、
教
育
研
究

の
み
な
ら
ず
、
経
営
の
質
を
高
め
る
た
め

自
己
点
検
評
価
で
得
ら
れ
た
改
善
・
向
上

方
策
を
次
年
度
に
反
映
す
る
な
ど
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
し
て
ほ
し
い
。
私
学
経
営
に
お
け
る
実

効
性
の
あ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
推
進
す

る
た
め
私
学
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
。

政
府
が
経
営
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化

を
重
点
課
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
た

こ
と
も
あ
り
、
既
に
上
場
企
業
を
中
心
に

先
行
さ
れ
て
い
る
。
私
学
経
営
に
お
い
て

も
将
来
に
わ
た
り
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
社
会
の
要
請
に
応
え
信
頼
を
得
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
企

業
と
同
様
に
大
学
に
も
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化

が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
感
じ
て

い
る
。
今
後
、
大
学
の
特
性
を
失
わ
な
い

こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
理
事
会
や
評
議

員
会
な
ど
各
機
関
に
お
け
る
建
設
的
な
協

働
と
相
互
け
ん
制
が
同
時
に
達
成
さ
れ
る

よ
う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
と
適
切

な
運
用
を
お
願
い
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
た
が
、
地
域
連
携
活
動

な
ど
学
生
主
体
の
活
動
を
見
る
と
学
生
が

楽
し
そ
う
に
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
地
域
を
巻
き
込
み

な
が
ら
活
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連
携

活
動
の
地
盤
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
そ

の
地
盤
は
一
挙
に
出
来
上
が
る
も
の
で
は

な
く
、
何
年
も
か
け
て
培
っ
て
き
た
も
の

が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

連
携
活
動
が
大
学
内
部
で
と
ど
ま
ら
ず
、

地
域
へ
の
貢
献
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
や
、
以
前
に
比
べ
て
開
か
れ
た
大

学
に
な
っ
た
と
よ
り
強
く
感
じ
て
い
る
。

一
昨
年
、
昨
年
と
比
べ
、
よ
り
学
生
の
学

修
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

最
近
出
席
し
た
様
々
な
会
合
で
「
地
域
と

の
関
わ
り
」と「
若
者
の
意
見
」が
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
っ
て
い
る
。
各
団
体
の
取
り
組
み

を
よ
り
活
発
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
若

者
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
活
動
内
容

に
見
直
し
を
か
け
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ

の
た
め
に
は
地
域
と
の
関
わ
り
を
重
視
し

た
学
び
を
実
践
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
が

大
切
だ
と
感
じ
て
い
る
。
特
に
若
者
の
意

見
、
感
覚
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
が

今
の
福
島
に
は
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

地
域
連
携
に
関

す
る
意
見
の
担

い
手
と
し
て
の

学
生
の
在
り
方

と
、
学
生
の
意

見
を
ど
の
よ
う

に
し
て
地
域
に

反
映
さ
せ
て
い

く
か
、
福
島
学

院
大
学
の
こ
れ

か
ら
の
役
割
は

大
き
い
と
考
え

て
い
る
。

鈴木弘行 氏日下部達 氏 渡邉艶子 氏 大村雅恵 氏五阿弥宏安 氏和田光浩 氏

　本学の教育研究等の状況について自己点検し、優れている点や改善
点などをまとめた自己点検・評価を第三者の視点で検証する「外部評
価委員会」が開かれました。同委員会では、大学や組織の運営に関す
る見識者の方 を々委員に委嘱し、本学の教育と研究の質の向上・改善
に向けた提言をいただきました。
　委員会では、桜田葉子理事長・学長が挨拶の中で、教育の質向上に
向けた本学の取り組みを紹介。日下輝美福祉心理学科長が自己点検・
評価報告書の概略を説明しました。その後、6名の委員の皆さまからご
意見をいただきました。
　委員会終盤には、本学が福島国際研究教育機構(エフレイ)の公募
研究に応募し、国内私立大学として唯一採択された「福島県浜通りの
こどものメンタルヘルス支援」について、研究を主催する福祉心理学
科の内山登紀夫教授が研究内容などを紹介しました。

委
員
長
・
鈴
木
弘
行
氏

（
福
島
県
立
医
科
大
学
理
事
） 

委
員
・
五
阿
弥
宏
安
氏

（
株
式
会
社
福
島
中
央
テ
レ
ビ
取
締
役
会
長
）

委
員
・
大
村
雅
恵
氏

（
大
和
自
動
車
交
通
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

委
員
・
日
下
部
達
氏

（
東
北
電
力
株
式
会
社
執
行
役
員
福
島
支
店
長
）

委
員
・
渡
邉
艶
子
氏

（
福
島
看
護
専
門
学
校
理
事
）

委
員
（
代
理
出
席
）・
和
田
光
浩
氏

（
福
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
副
参
事
）
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〈開催日時〉令和6年2月7日
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開 催
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海
外
の
大
学
と
の
国
際
交
流

韓
国
・
建
国
大
学
、
仁
荷
大
学

　
令
和
5
年
１2
月
6
日
、
桜
田
葉
子
学
長

が
韓
国
の
建
国
大
学
で
開
催
さ
れ
る
韓
国
地

方
議
会
学
会
・
建
国
大
学
市
民
政
治
研
究

所
主
催
日
韓
共
同
研
究
関
連
会
議
に
参
加

を
要
請
さ
れ
訪
韓
致
し
ま
し
た
。
建
国
大
学

チ
ョ
ン
・
ヨ
ン
ジ
ェ
総
長
か
ら
「
福
島
の
課
題

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
解
決
や

そ
こ
か
ら
得
る
知
恵
は
世
界
が
共
有
す
る
こ

と
で
あ
る
」
と
い
う
理
解
を
示
し
て
頂
き
ま

し
た
。
今
後
の
共
同
研
究
や
福
島
県
へ
の
訪

問
・
人
的
交
流
に
つ
い
て
も
懇
談
を
し
ま
し
た
。

同
大
学
で
開
か
れ
た
日
韓
共
同
研
究
関
連
会

議
に
も
出
席
し
、
韓
国
地
方
議
会
学
会
イ
・

ヒ
ョ
ン
チ
ョ
ル
会
長
か
ら
感
謝
碑
の
贈
呈
を
受

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
桜
田
学
長
は
仁
荷
大
学
国
際
関

係
研
究
所
の
リ
・
ジ

ン
ヨ
ン
所
長
と
共
同

研
究
や
相
互
交
流
に

関
す
る
覚
書
を
締
結

し
ま
し
た
。
今
後
、

共
同
研
究
な
ど
を
通

し
て
、
世
界
史
に
残

る
で
あ
ろ
う
福
島
県

の
復
興
の
歩
み
を
学

術
的
な
学
び
に
つ
な

げ
る
本
学
の
「
ふ
く

し
ま
な
ら
で
は
の
学

び
」
を
共
有
し
、
東

日
本
大
震
災
と
原
発

事
故
か
ら
の
復
興
や

次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

　
仁
荷
大
学
で
行
わ
れ
た
覚
書
の
締
結
式
に

先
立
ち
、
仁
荷
大
学
の
キ
ム
・
ウ
ン
ヒ
副
総

長
と
懇
談
し
た
ほ
か
、
同
大
か
ら
要
請
を
受

け
て
行
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
災
害
と
復
興
ガ
バ

ナ
ン
ス
講
演
会
」
に
お
い
て
「
地
域
に
根
ざ

す
人
材
育
成
」「
地
域
で
学
び
、
地
域
に
学

ぶ
ふ
く
し
ま
な
ら
で
は
の
学
び
」
と
題
し
て
福

島
県
の
現
状
や
復
興
へ
の
取
組
み
を
発
信
し

ま
し
た
。

韓
国
・
江
原
大
学

　
令
和
6
年
1
月
24
日
、
仙
台
市
の
東
北

大
学
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
で
韓
国
の
江
原
大
学

と
の
交
流
会
が
開
か
れ
、同
大
学
、東
北
大
学
、

本
学
の
学
生
が
日
韓
の
文
化
の
違
い
な
ど
を

共
有
し
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
度
か
ら
本
学
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
に
着
任
し
た
コ
・
ソ
ン
ギ
ュ
教
授
の
仲

介
で
交
流
会
が
実
現
し
、
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
の
学
生
13
名
と
教
員
2
名
を
含
む
約

50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、
進

行
を
務
め
た
コ
教
授
ら
が
日
韓
の
価
値
観
や

文
化
の
違
い
と
い
う
観
点
か
ら
身
近
な
テ
ー

マ
で
学
生
に
質
問
を
投
げ
か
け
、
日
韓
の
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
を
述
べ
る
な
ど
し
て
相

互
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
今
後
も
江
原
大
学

と
の
交
流
を
継
続
し
て
い
く
方
針
で
す
。

英
国
・
ペ
ト
ロ
ッ
ク
大
学

　
令
和
6
年
3
月
18
日
〜
22
日
、
福
島
県
の

現
状
と
日
本
文
化
を
学
ぶ
た
め
英
国
ペ
ト
ロッ

ク
大
学
の
学
生
ら
が
福
島
県
を
訪
れ
、
県
内

の
被
災
地
視
察
や
本
学
学
生
と
の
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
臨
み
ま
し
た
。
ま
た
、
同
大
学
と

学
術
・
文
化
交
流
、
共
同
研
究
等
の
交
流

促
進
を
目
的
と
し
た
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
令
和
5
年
度
に
本

学
の
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
開
設
を
記
念

し
て
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
講
師
を
務

め
て
い
た
だ
い
た 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y      

C
o
l
l
e
g
e  

L
o
n
d
o
n  

の
大
沼

信
一
教
授
（
本
学
特
別
招
聘
教
授
）
の
仲

介
で
実
現
し
ま
し
た
。

　
覚
書
締
結
式
は
21
日
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
席
上
で
行
わ
れ
、ペ
ト
ロッ
ク
大
学
の
キ
ャ

ロ
ラ
イ
ン
・
チ
ッ
パ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
高
等
教
育

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
大
沼
教
授
が
同
席
の
下
、

桜
田
葉
子
学
長
が
覚
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　
18
〜
20
日
は
、
両
大
学
の
学
生
が
英
語
で

の
大
学
紹
介
や
ゲ
ー
ム
に
取
り
組
む
な
ど
し

て
活
発
に
交
流
し
た
ほ
か
、
福
島
学
院
大
学

が
ア
テ
ン
ド
し
た
福
島
県
担
当
者
に
よ
る
復

興
の
状
況
と
取
組
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を

聴
講
。
学
生
ら
が
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
（
南
相
馬
市
）、東
日
本
大
震
災
・

原
子
力
災
害
伝
承
館
（
双
葉
町
）
を
視
察

す
る
な
ど
し
て
、
震

災
・
原
発
事
故
後

の
福
島
県
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
本
学
宮
代

キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育

館
を
会
場
に
剣
道

体
験
が
行
わ
れ
、
英

国
の
学
生
が
日
本

文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

リ所長㊧と覚書を交わした桜田学長リ所長㊧と覚書を交わした桜田学長

交流会に参加した学生たち交流会に参加した学生たち

大沼教授（中央）同席の下、覚書を締結した桜田学長
英語で交流した本学とペトロック大学の学生たち英語で交流した本学とペトロック大学の学生たち

チョン総長㊨と懇談した桜田学長チョン総長㊨と懇談した桜田学長

「
福
島
県
浜
通
り

　こ
ど
も
の
メン
タルヘルス
支
援
」の

　
　
　研
究
・
事
業
内
容
等
に
ついて

　
震
災
後
に
開
始
し
、現
在
ま
で
継
続
し
て

行
っ
て
き
た
原
発
事
故
後
の
子
ど
も
と
親
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
研
究
が
、福
島
国
際
研
究

教
育
機
構「
F
‒R
E
I（
エ
フ
レ
イ
）」の
研

究
対
象
と
し
て
選
ば
れ
、さ
ら
に
調
査
研
究
を

進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構（
F
‒R
E
I
）

と
は
原
子
力
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
福
島
県
が

創
造
的
復
興
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、原
子

力
災
害
に
対
す
る
備
え
と
し
て
国
際
的
な
貢

献
を
し
て
い
く
た
め
に
、「
福
島
の
経
験
」か
ら

得
た
デ
ー
タ
や
知
見
を
集
積・分
析
し
、復
興

や
防
災・減
災
に
繋
が
る
知
見
を
生
み
出
し
、

社
会
実
装
を
進
め
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
の

組
織
で
7
つ
の
省
庁
が
関
与
す
る
国
の
組
織

で
す
。

　
こ
の
調
査
は
私
が
福
島
大
学
に
勤
務
し
て

い
た
2
0
1
1
年
に
開
始
し
、大
正
大
学
、本

学
と
3
つ
の
大
学
勤
務
に
わ
た
って
継
続
し
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
の
内
容
を
紹
介
す
る
と

主
に
乳
幼
児
検
診
の
デ
ー
タ
と
小
学

校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に

し
、こ
れ
ま
で
県
内
の
子
ど
も
お
よ
そ

3
8
0
0
人
の
発
達
や
親
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
へ
の
影
響
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
が
福
島
国
際
研
究
教
育

機
構「
F
‒R
E
I
」の
公
募
研
究
と

し
て
採
択
さ
れ
、国
の
内
外
の
研
究
機
関
と

協
力
し
て
、さ
ら
に
実
態
把
握
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
向
上
に
向
け
た
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
じ
分
野
で
採
択
さ
れ
た
の
は
東
京
大
や

東
北
大
、福
島
大
、県
立
医
大
な
ど
で
、私
立

大
学
で
は
、本
学
が
国
内
で
唯
一
採
択
さ
れ

ま
し
た
。さ
ら
に
浜
通
り
に
研
究
交
流
拠
点

を
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
今
後
や
る
こ
と
は
①
乳
幼
児
健

診
に
お
い
て
デ
ー
タ
収
集
し
分
析
す
る
こ
と
、

②
小
学
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
、③
地
域
の
特
性
を
調
べ
る
こ

と
、④
浜
通
り
の
親
子
への
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支

援
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、実
装
、⑤

被
災
地
域
の
親
子
や
そ
の
支
援
者
の
た
め
の

サ
ロ
ン・交
流
の
場
の
設
置
、⑥
正
確
な
情
報

発
信
と
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
今
後
6
年
に
及
ぶ
長
期
の
研
究
に
な
り
ま

す
。十
分
な
成
果
を
あ
げ
て
地
域
貢
献
に
つ
な

げ
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。本
学
教
職
員
、

院
生
、学
部
生
、O
B
/
O
G
の
方
々
、関
係

者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y 

Co
l
leg
e  

L
o
n
d
o
n

ケ
ン
コ
ク

カ
ン
ウ
ォ
ン

イ

　ナ

エ
フ
レ
イ
公
募
研
究
に
国
内
私
立
大
学
で
唯
一
採
択
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私
の
専
門
は
財
政
学
、
地
方
財
政
学
、
社

会
保
障
論
で
す
。
国
や
市
町
村
の
収
入
と
支

出
の
分
析
を
し
ま
す
。
国
も
市
町
村
も
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な

税
金
や
保
険
料
を
住
民
か
ら
徴
収
し
て
い
ま

す
。
住
民
が
受
け
て
い
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

本
当
に
役
に
立
っ
て
い
る
か
、
お
金
が
無
駄

な
く
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
分
析

し
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
福
祉
、
教
育
、
土
木
、

公
衆
衛
生
、
産
業
振
興
、
災
害
復
興
、
防
衛

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
び
ま
す
。
そ
の
た

め
、
国
や
市
町
村
の
収
入
と
支
出
の
分
析
と

言
い
ま
し
て
も
、
お
金
の
勘
定
だ
け
を
す
る

の
で
は
な
く
、
現
実
の
制
度
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
福

祉
制
度
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
道
路
の
建

設
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
教
育
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
な
ど
を
財
政
学
で
は
勉
強

し
ま
す
。

　
私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
年
金
や
医
療
、
社

会
福
祉
な
ど
社
会
保
障
に
関
心
が
あ
り
ま
し

た
。
私
の
家
は
、
町
の
中
心
部
で
大
き
な
店

を
経
営
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
町
の
大
金
持

ち
、
製
材
工
場
で
働
く
人
、
高
齢
者
、
体
に

障
害
の
あ
る
人
等
い
ろ
い
ろ
な
人
が
来
ま
し

た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
の
生
活

を
見
て
、
社
会
保
障
は
重
要
だ
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
年
金
も
医
療
も
社
会
福
祉
・
児
童
福
祉
・

介
護
制
度
も
充
実
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
に
素
晴

ら
し
い
も
の
で
す
。
一
方
で
、
そ
れ
だ
け
で

よ
い
の
か
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。
と
い

う
の
は
、
社
会
保
障
が
充
実
す
る
ほ
ど
に
、

そ
れ
を
賄
う
た
め
の
税
金
や
社
会
保
険
料
も

高
く
な
る
か
ら
で
す
。
　

　
税
金
や
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
後
の
手

取
り
所
得
が
低
く
な
る
と
働
く
意
欲
に
ど
う

影
響
す
る
の
か
、
企
業
の
投
資
意
欲
に
ど
う

影
響
す
る
の
か
、
貯
蓄
意
欲
に
ど
う
影
響
す

る
の
か
ま
で
考
え
に
い
れ
て
、
社
会
保
障
の

あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
例

え
ば
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
は
、
人
々
が
何

歳
ま
で
働
く
か
に
影
響
し
ま
す
。
財
政
学
で

は
、
こ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
分
析
し
ま

す
。

　
ま
た
、
社
会
保
障
は
、
通
常
は
貧
し
い
人

に
手
厚
く
制
度
が
設
計
さ
れ
ま
す
が
、
本
当

に
そ
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
、
分
析
も
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
制
度
が
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
制
度
が
及

ぼ
す
効
果
を
分
析
す
る
の
が
財
政
学
で
す
。

　
面
白
か
っ
た
の
は
、
財
政
制
度
の
国
際
比

較
で
す
。
例
え
ば
、
社
会
保
障
の
国
際
比
較

で
す
と
、年
金
や
医
療
、福
祉
制
度
に
つ
い
て
、

日
本
の
制
度
と
各
国
の
制
度
を
比
較
し
て
、

日
本
の
制
度
を
改
善
す
る
参
考
に
し
ま
す
。

日
本
と
同
じ
よ
う
に
経
済
が
発
展
し
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド

イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
制
度

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
勉
強
し

ま
す
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
人
口
1
千
万
人
ほ
ど

の
小
さ
な
国
で
す
が
、
イ
ケ
ア
、
ボ
ル
ボ
な

ど
世
界
的
に
も
有
名
な
企
業
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
。
財
政
制
度
も
大
変
シ
ン
プ
ル
で
合

理
的
な
の
で
、
例
え
ば
、
年
金
や
医
療
制
度

を
学
び
に
外
国
か
ら
多
く
の
人
が
来
ま
す
。

イ
ケ
ア
の
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
も
シ
ン
プ
ル
で

合
理
的
で
す
が
、
そ
れ
が
財
政
制
度
に
も
表

れ
て
い
ま
す
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
正
反
対
な
の
が
、
フ
ラ

ン
ス
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
年
金
や
医
療
制
度

は
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
、
昔
か
ら
の

い
ろ
い
ろ
な
制
度
を
接
ぎ
合
わ
せ
て
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。
政
治
的
な
妥
協
の
産
物
で
す
。

は
じ
め
て
研
究
し
た
時
は
、
よ
く
こ
れ
で

持
っ
て
い
る
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
下
鉄
職
員
の
年
金
支
給
開
始
年
齢
引
上
げ

反
対
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
国
民
が
支
持
す
る
こ

と
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
団
体
の
権

利
が
損
な
わ
れ
る
と
き
は
、
国
民
全
体
が
反

対
す
る
と
い
う
土
壌
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
フ

ラ
ン
ス
革
命
前
夜
な
の
だ
と
言
う
人
さ
え
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
抜
本
的
な

改
革
よ
り
も
、
妥
協
を
積
み
重
ね
て
制
度
を

作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
各
国
の
制
度
に
は
国
民
性

が
よ
く
出
て
い
て
、
海
外
旅
行
が
趣
味
の
私

に
は
大
変
楽
し
く
学
べ
ま
し
た
。

　
福
島
学
院
大
学
で
、
今
、
最
も
取
り
組
み

た
い
研
究
は
、
東
日
本
大
震
災
、
津
波
、
原

子
力
発
電
所
事
故
か
ら
、
福
島
県
、
県
内
市

町
村
が
ど
の
よ
う
に
復
興
し
て
き
た
か
を
、

財
政
学
の
分
野
か
ら
研
究
す
る
こ
と
で
す
。

市
町
村
ご
と
に
事
情
は
違
い
ま
す
が
、
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
の
県
や
市
町
村
の
な
か
に
は
、

少
子
化
対
策
や
災
害
対
策
な
ど
に
お
い
て
、

人
口
知
能
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
を
利
用
し

て
、
あ
る
い
は
目
か
ら
う
ろ
こ
の
ア
イ
デ
ア

を
も
と
に
、
先
進
的
な
政
策
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
政
策
を
学
ん
で
、
福
島
県
に
応
用
し
た
ら

ど
の
よ
う
に
な
る
か
な
ど
、
学
生
と
共
に
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
挑
戦
で
す
！

YOKO KIMURA

研
究
紹
介

【職　　歴】
1984 年 大阪大学大学院経済学研究科博士後期課程単位取得満期退学
1984 年 （厚生省所管特殊法人）社会保障研究所研究員
1987 年 奈良女子大学家政学部助教授
1993 年 奈良女子大学生活環境学部助教授
2000 年 奈良女子大学生活環境学部教授
2000 年 地方財政審議会委員（常勤）
2010 年 （財）自治体国際化協会理事長
2014 年 （公財）日本都市センター参与、大阪ガス監査役（社外）
2023 年より現職

教　授

木村 陽子
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私
は
令
和
4
年
3
月
末
ま
で
、
公
務
員

の
研
究
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
職

場
内
の
配
置
転
換
も
含
め
る
と
異
動
は
11

回
を
数
え
、
研
究
員
と
し
て
は
多
か
っ
た

方
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
食
品
に
関
す
る

微
生
物
や
伝
統
食
品
の
試
験
研
究
の
ほ
か
、

食
品
廃
棄
物
の
処
理
の
研
究
に
も
携
わ
り
、

県
内
企
業
様
や
大
学
様
と
の
共
同
研
究
も

経
験
し
ま
し
た
。
事
務
職
的
な
仕
事
に
就

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
定
年
退
職
ま

で
「
研
究
職
」
と
い
う
肩
書
で
、
好
き
な

仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
幸
運
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
定
年
退
職
」
の
文
字
が
気
に
な
り
だ
し

た
令
和
3
年
の
1
月
に
、
突
然
、
以
前
共

同
研
究
を
し
た
大
学
の
先
生
か
ら
、
高
専

の
非
常
勤
講
師
の
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。

手
続
き
的
に
は
か
な
り
厳
し
い
状
況
の
上
、

移
動
距
離
も
か
な
り
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

一
度
は
辞
退
し
た
の
で
す
が
、
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
先
生
で
も
あ
り
、
受
け
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
も
と
も
と
「
教
師
に
な
れ
る
は

ず
が
な
い
。」
と
思
っ
て
い
た
人
間
で
、
セ

ミ
ナ
ー
の
講
師
な
ど
は
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
経
験
し
ま
し
た
が
、「
人
の
評
価
を
伴
う

よ
う
な
こ
と
は
無
理
。」と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
受
け
た
も
の
の
、
教
師
と
し
て
ど
う
進

め
て
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
と
き
に
、
高
校

時
代
の
恩
師
の
1
年
生
の
最
初
の
授
業
の

と
き
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　「
俺
は
人
を
導
く
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な

い
人
間
だ
が
、『
先
に
生
ま
れ
た
』
と
い
う

だ
け
で
『
先
生
』
を
や
っ
て
い
る
。
自
分

の
知
識
を
伝
え
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。」

　
そ
の
先
生
は
教
育
学
部
を
出
た
教
師
で

は
な
く
、
別
な
仕
事
を
し
て
い
て
縁
あ
っ

て
高
校
の
化
学
の
先
生
に
な
っ
た
人
で
し

た
。
そ
の
先
生
の
授
業
は
と
て
も
厳
し
い

も
の
で
、先
生
の
質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
と
、

教
室
の
後
ろ
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。
結
果

的
に
は
、
そ
の
後
の
人
生
を
決
め
た
き
っ

か
け
に
な
っ
た
先
生
で
も
あ
り
、
忘
れ
ら

れ
な
い
人
で
す
。

　
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
時
、「
私
も「
先

に
生
ま
れ
た
と
い
う
だ
け
の
先
生
」
で
行

こ
う
。」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の

や
り
た
い
よ
う
に
し
よ
う
と
開
き
直
る
こ

と
が
で
き
て
、ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　
担
当
し
た
の
は
、「
生
物
資
源
化
学
」
と

い
う
講
義
で
し
た
が
、
新
し
い
領
域
で
、

教
科
書
ら
し
い
も
の
も
あ
ま
り
な
く
、
自

分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
と
最
新
の
デ
ー
タ

を
組
み
合
わ
せ
て
講
義
内
容
を
組
み
立
て
、

後
半
は
、
実
例
と
し
て
企
業
様
と
共
同
研

究
し
た
食
品
廃
棄
物
処
理
の
実
証
試
験
の

話
を
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症

が
蔓
延
し
た
時
期
で
も
あ
り
、
何
度
か
リ

モ
ー
ト
授
業
も
行
い
ま
し
た
が
、
対
面
で

授
業
を
行
っ
た
日
の
終
了
後
、
一
人
の
学

生
が
近
づ
い
て
き
て
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ

た
の
で
す
。

　「
先
生
が
実
証
試
験
を
行
っ
た
場
所
に
、

小
学
校
の
こ
ろ
社
会
科
見
学
で
行
き
ま
し

た
。
機
械
も
見
て
、す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
将
来
そ
う
い
う
仕
事
が
し
た
く

て
こ
の
学
校
に
決
め
た
ん
で
す
。」

　
私
は
大
変
う
れ
し
く
思
う
と
と
も
に
、

「
人
の
人
生
に
影
響
を
与
え
た
」
と
い
う
事

実
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
学
生
の
一
言
で
、
生
ご
み
と
格
闘
し
苦

労
し
た
研
究
の
日
々
が
一
気
に
報
わ
れ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
、

先
生
と
し
て
学
生
に
教
え
な
か
っ
た
ら
、

こ
ん
な
経
験
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
も
し
次
も
声

が
か
か
っ
た
ら
快
諾
し
よ
う
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
に
再
度
の
打
診
が
あ
り
、
是
非
、

と
い
う
感
覚
で
受
け
ま
し
た
。当
然
で
す
が
、

2
年
目
は
覚
悟
が
で
き
て
い
た
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
余
裕
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
以
前
上
司
と
し
て
同
じ
職

場
に
い
た
桑
田
先
生
か
ら
、
非
常
勤
講
師

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
は
多
忙
を

極
め
て
い
た
の
で
す
が
、
高
専
で
の
体
験

も
あ
り
、
受
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
や
っ
と
自
分
の
専
門
に
近
い
講
義
を
受

け
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
受
講

生
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
な
り

に
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
教
科
書
に

書
い
て
い
る
よ
う
な
話
を
す
る
よ
り
も
、

自
分
の
体
験
談
や
実
例
な
ど
を
話
し
た
時

の
学
生
の
反
応
が
面
白
く
、こ
の
時
初
め
て
、

「
自
分
の
経
験
も
生
か
せ
る
ん
だ
。」と
知
り
、

先
生
と
い
う
仕
事
も
続
け
て
み
た
い
な
、

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
の
私
が
あ
る
わ
け
で
、
こ

ち
ら
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

て
、
1
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ

わ
た
だ
し
い
毎
日
で
す
が
、
本
当
に
学
生

の
明
る
さ
が
救
い
で
す
。

　
私
は
普
段
、
学
生
た
ち
に
「
自
分
は
ど

う
思
う
か
、が
大
切
だ
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

そ
の
先
に
は
、「
自
分
は
ど
う
考
え
る
か
。」

が
あ
っ
て
ほ
し
い
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

　
周
り
が
方
向
性
を
決
め
る
の
を
手
伝
う

同
伴
型
か
ら
、
自
分
で
決
め
た
こ
と
を
周

り
が
支
援
す
る
形
の
自
走
型
に
変
わ
っ
て

ほ
し
い
か
ら
で
す
。

　
国
及
び
特
許
庁
が
推
奨
す
る
、「
経
営
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
」
と
い
う
考
え
方
、
い
わ

ゆ
る
「
価
値
デ
ザ
イ
ン
経
営
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
未
来
の
会
社
を
思
い
描

く
こ
と
で
、
今
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
を
考

え
る
、と
い
う
手
法
で
す
が
、そ
れ
は
「
人
」

に
も
当
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
世
の
中
で
、

未
来
の
「
な
り
た
い
自
分
」
を
想
像
し
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
な
か
な
か

難
し
い
こ
と
で
す
。
短
期
大
学
で
は
そ
れ

を
考
え
る
時
間
は
2
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん

が
、
時
間
を
有
効
に
使
い
、
自
分
の
本
質

を
と
ら
え
、
将
来
の
目
標
を
立
て
る
こ
と

は
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
学
問
的
な
知
識
以
外
に
も
、
こ

う
い
っ
た
知
識
を
伝
え
る
こ
と
で
、
学
生

た
ち
と
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

SHINYA IKEDA

山形大学　農学部　農芸化学科卒業　農学士

昭和62年 4 月 福島県庁入庁
 福島県会津若松工業試験場　食品部食品化学科配属
 （現福島県ハイテクプラザ会津若松技術支援センター）

令和 3 年10月 福島学院大学　食物栄養学科非常勤講師

令和 4 年 4 月 福島学院大学短期大学部　食物栄養学科　教授

教　授

池田 信也

研
究
紹
介
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写真撮影
TOKIMEKIPHOTO　古関 マナミ

地産地消健康レシピを提供する1日限りの特設レストラン「ふくしまを育む『あしたの食卓』」が令和5年6月と11月に
本学宮代キャンパスで行われ、来場者に一流料理人によるフルコースが振る舞われました。
福島民報社の主催、福島県と福島県立医科大学の共催、JAグループ福島の特別協賛により、福島民報社と福島県立
医科大学が取り組む「健康ふくしまプロジェクト」の一環として、食を通じた健康意識の向上や福島を担う次世代の
人材育成、県産食材を使用した料理を提供して県産食材の安全・安心とおいしさを再認識してもらうことを目的に開
催されたものです。6月は日本料亭「分とく山」野﨑洋光総料理長による日本料理、11月は結婚式場やレストランを運
営する「八芳園」の柿迫太陽料理長による洋食が振る舞われました。
本学は特設レストランの会場を提供したほか、食物栄養学科の学生が前日の仕込みや当日の調理・配膳補助に参加
し、それぞれの総料理長やスタッフの方々からたくさんのアドバイスをいただき、学生にとって多くの学びと貴重な経
験を得た機会となりました。
当日の様子や提供された料理等を写真で紹
介します。

会場となったのは、本学宮代キャンパスの「スペイン広場」。スペイン・
アンダルシア地方の街並みを模した広場で、異国情緒溢れる開放的な
空間で食事をお楽しみいただきました。

特設レストランで料理の腕を振るった野﨑総料
理長と柿迫料理長。川俣シャモや福島牛、福島
県産野菜をふんだんに使用した料理を提供して
いただきました。

野﨑総料理長 柿迫料理長

・アスパラ豆腐　荏胡麻あん掛け
・蕃茄帆立射込み　生姜あん
・川俣シャモ　ナッツだれ掛け
・馬鈴薯スープ　醤油ゼリー
・破竹酥挟み
・海老ブロッコリー最中　絹さやペースト
・胡瓜すり流し　蒪菜　新生姜
・メープルサーモン　荏胡麻ドレッシング掛け
・福島ローストビーフ　黄身おろし　フリルレタス　翡翠茄子
・雑魚椎茸ご飯
・長芋　胡瓜　味噌ヨーグルト漬け　キャベツ漬け
・なめこ　ほうれん草
・ブロッコリー餅　白玉きな粉黒蜜掛け

・川俣シャモのアンサンブル/
　苺酒ソーダいちご
・会津小菊南瓜とアーモンドのスープ/
　純米吟醸　神谷
・阿武隈川メイプルサーモンのミ・キュイ/
　甲州
・福島牛のポアレ　牧草の香り/
　純米吟醸　神谷　ぬる燗
・林檎のモンブラン/
　ロハ酒　純米生酒
・生米パン、もち麦パン/
　珈琲

会場では、各回ともに福島県立医科大や福島県、JAグループ
福島の関係者の皆さんによる講演会も行われ、食や健康に加
え、食料安全保障やGAP（農業生産工程管理）の取り組みな
どについて、参加者の皆さんや学生らが理解を深めました。
講演会に先立ち行われた開会式では、芳見社長、桜田学長が
挨拶を述べました。

第1、2回ともに、会場に隣接する給食管理実習室を調理場として使用。食物栄養学科の当時2年生が野﨑総料理長や柿迫料理長、
スタッフの皆さんから指導を受けながら、前日の仕込みや当日の調理補助、盛り付け、料理の配膳に取り組みました。

本学の教育の質向上へのご協力をお願い
するため、柿迫料理長に客員教授を委嘱
させていただきました。福島民報社の芳
見弘一社長立ち会いの下、桜田葉子学長
が柿迫料理長に委嘱状を手渡しました。

【 講 師 】

柿迫料理長の献立

11月

野﨑総料理長の献立

6月

福島県立医科大学 主任教授
下村健寿氏

福島県立医科大学 主任教授
下村健寿氏

挨拶する芳見社長

6月 11月

福島県立医科大学 教授
髙橋仁美氏

福島県立医科大学 教授
髙橋仁美氏

福島県立医科大学 特任教授
前島裕子氏

福島県立医科大学 特任教授
前島裕子氏

福島県保健福祉部 健康づくり推進課
主任栄養技師

根本真紀子氏

福島県保健福祉部 健康づくり推進課
主任栄養技師

根本真紀子氏

JA福島中央会常務理事
今泉仁寿氏

JA福島中央会常務理事
今泉仁寿氏

福島県農林水産部
環境保全農業課 主査
鈴木真由美氏氏

福島県農林水産部
環境保全農業課 主査
鈴木真由美氏氏

JA福島中央会
食農振興部食農振興課

目黒友紀氏

JA福島中央会
食農振興部食農振興課

目黒友紀氏

（第２回も登壇）

第
1
回

第
2
回

柿迫料理長に客員教授を委嘱

食と健康について講演

学生が調理、配膳に協力 6月

11月

福島民報社
福島県立医科大学
福 島 県

JAグループ福島
福島学院大学
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令和6年3月協定締結

南会津町、南会津高校と高大官連携に関する協定を
締結しました。協定は3者の連携により学校教育の振
興、地域社会の発展及び人材育成に寄与することを
目的としています。
3者それぞれが有する特色と強みを生か
し、教育・研究や学習支援、相互の教職
員による情報交換と共同研究などで連
携するほか、本学の講義等を受講した生
徒が入学した際の単位認定、連携を活
かした入学者選抜の実施などを検討し
ています。
また、同校の生徒が南会津町をフィール
ドにした探究活動「南会津学」に取り組
んでいることから、同探求活動と関連し
た生徒と学生によるフィールド調査など
も想定しています。

締結式は宮代キャンパスで行われ、同町の渡部正義
町長、同校の髙橋喜智校長（締結当時）、本学の桜田
葉子学長が協定書を交わしました。

全国の信用金庫で組織す
る「よい仕事おこしフェア実
行委員会（事務局：城南信
用金庫）」との連携事業の
一環として、福島信用金庫
の協力の下、福島市飯野町
の巨大ニンニクを使用した
クラフトビールを開発しまし
た。商品は令和５年１0月に
お披露目されました。
商品名は「UFOのエレファントガーリックエール」。使
用されているニンニクは、生産農家の皆さんと学生が
連携してブランディングに取り組んできた商品で、令
和４年度から本格的な流通、販売が始まりました。今
回は同実行委員会の仲介で、クラフトビールの製造
販売などを行う株式会社大鵬（東京都）に製造してい

ただきました。
東京都で行われた仕込み式には、城南信用金庫の川
本恭治理事長、福島信用金庫の樋口郁雄理事長、ニ
ンニクを生産する「UFOのエレファントガーリックとな
かまたち」の阿部好克代表、木幡浩福島市長、本学
の桜田葉子学長が出席しました。

令和4年11月協定締結

福島県の幼児教育の質向上や幼少教育の接続性強
化などを目的に福島県教育委員会と連携協力に関す
る協定を締結し、保育者養成機関である本学の教
育・研究の知見を活かした活動に取り組んでいます。
令和５年度は連携事業第一弾として、県内の保育
者、小学校・特別支援学
校教員を対象に、保育施
設や教育現場で課題と
なっている発達障害など
をテーマとした「配慮が
必要な幼児・児童のあり
方を考える研修」、「子ど
もの心の発達や成長と
大人とのかかわり方を考
える研修」を各３回開催
しました。

研修会では、福祉心理学科の内山登紀夫教授、佐藤
則行講師、こども学科の佐藤佑貴教授、本学の岸良
範客員教授が講師を務め、発達障害のある子どもへ
の支援や子どもの心理、子育て支援などについて解
説しました。

令和5年2月
（令和2年12月）

協定締結

結倶楽部所属の「UFOのエレファントガーリックとなかま
たち」が福島市飯野町で栽培している巨大ニンニク
「UFOのエレファントガーリック」のブランド化や商品開
発、販路開拓などに取り組んでいます。学生が収穫や仕分
け作業などに取り組みました。巨大ニンニクは、福島市内
のスーパー「いちい」や郡山市のうすい百貨店などで販売
されたほか、巨大ニンニクを使用したクラフトビールも製造
されました。

平成28年7月
協定締結

無印良品を運営する良品計画の協力で、学生が浪江
町の酒蔵の酒粕を使用した6次化商品を考案・発売す
るなどの連携事業を実施してきました。また、同町の賑
わい創出を目指して令和３年度から始まったコスモス畑
の整備にも取り組んでいるほか、学生が同町でのフィー
ルドワークやワークショップに臨み、同町の将来や地域
課題などについて町民の皆さんと意見を交わしました。

令和3年3月
協定締結

伊達市企業立地セミナーへの講師派遣などを通して連
携しているほか、令和５年度は企業３社を招いた企業説
明会を実施。人口減少や都市部への人材流出等で働き
手の確保が難航する地方企業の採用力向上にも寄与し
ようと、同説明会では学生の企業理解だけでなく、説明
を受けた学生の意見を企業担当者にフィードバックする
時間を設けるなどした取り組みが行われました。

令和2年7月協定締結

（福島信用金庫）
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本学の地域連携拠点「地域連携センター」は平成31年度の設置以来、多くの企業・団体
との協働による多くの事業を展開してきました。今後も「地域に根差し、地域になくてはなら
ない大学」を掲げ、連携事業を通した地域貢献と大学資源の“見える化”を図っていきます。
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情報ビジネス学科の「経営概論」で連携授業を実施し、
授業の一環として学生がいちい本社を訪問しました。同
社などが取り組む世界初の「ベニザケの陸上養殖」につ
いての研修を受け、地域企業の新規事業立ち上げなど
について解説いただきました。

令和５年７月に三島町で開催された「ふくしま三大鶏フェ
ス」に学生らが参加しました。学生らが商品の企画、試
作を重ねてきた「三大鶏のトリプルサンド」を販売し、好
評を博しました。また、同年12月には宮代キャンパスで三
大鶏の食べ比べ試食会が開かれ、学生に三大鶏の焼き
鳥が振る舞われたほか、業者向け試食会では、焼き鳥に
加えて鶏の丸焼きと鶏芋煮も提供され、飲食店や旅館
関係者の皆さんにも三大鶏の魅力を発信しました。

土湯温泉の夏イベント「ミズベリングつちゆ」のイベントを
学生が企画・運営しています。４年目となった令和５年度
は、カフェや縁日に加え、土湯温泉名物のこけしをモチーフ
にしたオイルモーションを制作するワークショップなどを開
催しました。

福島産酒米を使用した日本酒のブランディングに取り組んで
います。福島市で毎年開催されている日本酒販売会では、
学生らが同研究会会員の皆さまとともに販促や売り場づくり
などに取り組み、地元産の日本酒をPRしました。

昨年度に引き続き、福島学院大学認定こども園で福島
ユナイテッドFCのスタッフを講師にお招きし、「運動遊
び」を約30回実施しました。年長園児が遊びを通して
走ったり跳ねたり、ボールを使った運動を通して、基本的
な体の動かし方や運動の楽しさを学びました。

飯坂温泉PRキャラクターの温泉娘「飯坂真尋ちゃん」の
声優によるトークライブの開催準備、当日運営に学生が携
わりました。また、同温泉観光協会主催の「飯坂温泉　日
本一の桃祭り」でも学生が運営協力しました。

令和4年9月
協定締結

令和3年12月
協定締結

令和2年12月
協定締結

令和3年4月
協定締結

令和元年6月
協定締結

平成28年2月
協定締結

JR福島駅前にデザイン画
再開発事業が進むJR福島駅東口の賑わい創出を目指
し、工事現場の仮囲いを彩る装飾をデザインしました。
「工事中の駅前にフォトスポットを」との提案から始まった
プロジェクトには、学生と福島東稜高校の生徒が参加。
約５か月間にわたり、デザインを検討するワークショップや
原画制作などに取り組み、令和5年８月26日に5つのデ
ザインがお披露目されました。

福島県選挙管理委員会と事務局の福島民報社が実施する
ワークショップを実施しました。選挙イメージなどについて学
生が意見を発表・共有した上で、選挙関係者へのヒアリング
など、今後のワークショップの取り組みを確認しました。令和
5年度中にワークショップに参加した県内の学生による報告
会実施などが予定されています。

令和5年7月、磐梯町の佐藤淳一町長、ばんだい振興公社
の皆さん、青山学院大学大学院生と本学学生が、史跡慧日
寺などを活用した観光施策提案に向けたワークショップを行
い、同9月に学生らが磐梯町内でフィールドワークを実施しま
した。同12月には佐藤町長や同振興公社の皆さんに、これ
までの活動を踏まえた施策提案プレゼンテーションを行いま
した。今後は提案内容を深掘りし、施策を具体化していく予
定です。

福島県中小企業家同友会から「大学生との意見交換の場
を持ちたい」との要望をいただき、ワークショップを全2回実
施しました。ワークショップでは、学生が取り組む地域連携活
動の報告をはじめ、経営者の皆さんが学生に大切にしてい
たことや時事問題を絡めた企業広報などをテーマに、経営
者と学生がそれぞれの視点から意見を交わしました。また、
都市部と地方の経営者の違いなどについても講話いただき
ました。
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池
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食
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養
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教
授
）
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福島学院大学が目指す“大学の見える化”を図るため、
報道関係者の皆さまを本学にお招きし、大学の取り組みや教員の
研究を紹介させていただいております。
全8回の懇談会を開催いたしました。

メディア懇談会
令和5年10月、「ふくしまゼロカーボンDAY！2023」のメインイ
ベント（郡山会場）に福祉心理学科・齊藤ゼミ内のチーム「レモ
ネードスタンド＠『L』」が出店しました。レモネードスタンドは、
小児がん治療、研究支援のためにレモネードの売上を寄付す
る社会貢献活動です。同イベントでは寄付に加え、学生がゼロ
カーボンの理念に賛同しリサイクルカップとバイオマスストロー
を使用してレモネードを提供しました。

令和5年10月、福島県健康づくり推進課主催の「ピンクリボン
マルシェ」に福祉心理学科の学生5名がボランティアとして参
加し、来場者にチラシや啓発資料を配布するなどして、乳がん
検診の早期受診を呼びかけました。

令和5年10月、福島市商店街連合会青年部主催の「ま
ちなかこども王国」に福祉心理学科、こども学科、保育学
科の学生計16名が参加し、サッカーゲームや輪投げ、魚
釣りゲームのブース
を運営しました。当
日は約1万5千人の
来場があり、学生が
多くの子どもたちと
接し、学びにつなげ
る貴重な機会となり
ました。

令和5年6月、「街なかちびっこフレンドパーク（福島市都
市計画課主催）」に3学科の学生約30名が参加しまし
た。福祉心理学科は障がい者スポーツ・ボッチャ体験、食
物栄養学科はオレンジオイルと発泡スチロールを利用し
たスタンプづくり、情報ビジネス学科（募集停止）は間違
い探し・大声コンテストのブースを設置。各学科の学びを
活かしたブースは、多くの来場者でにぎわいました。

本学からは地域マネジメント学科1年生5名が参加し、主催の
桜美林大学と福島大学の学生らとともに双葉町の東日本大
震災・原子力災害伝承館や、震災遺構である浪江町立請戸
小学校などを視察。また、活動を振り返るディスカッションも行
われ、学生が浜通りの現状や復興に関して理解を深めました。
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東北映像フェスティバル2023
学生部門で優秀賞

　情報ビジネス学科の菅田清正教
授のゼミ生（令和４年度卒）が制作
した映像作品が学生部門大賞に次
ぐ優秀賞を受賞しました。受賞作
品は「冬の風物詩 立子山の凍み豆
腐」。福島市の名産品の一つの凍み
豆腐づくりの過程を丁寧に紹介した
約７分の映像作品です。令和５年６
月に仙台市で行われた表彰式では、
ナレーションと原稿・撮影を担当し
た佐藤美幸さんがゼミ生を代表し
て表彰を受けました。

ふくしま産業賞で学生銀賞を受賞
　地域活性化等に
貢献する企業活動を
表彰する「ふくしま
産業賞（福島民報社
主催）」の学生部門
で、学生が伊達市保
原町の高子地区でマ
ルシェ「ハロハロ
マーケット」を開催
するなどしてまちづ
くりに参画する事業

が選ばれました。同事業では、学生がマルシェで使用する屋
台の制作やイベントの企画運営などに協力しています。

阿武隈急行線応援団　団長に本学学生
　阿武隈急行線の利用促進に向けて、沿線自治体の住民な
どで組織する「あぶきゅう応援団」が結成され、マネジメン
ト学部地域マネジメント学科の黒須大輝さんが同応援団長
を務めています。令和5年10月に結成式が行われました。同
線は福島駅と槻木駅（宮城県柴田町）を結び、本学の学生も
通学等に多く利用する路線。黒須さんは沿線自治体の高校
を卒業しており、高校時代に地元議員と同線の利用促進策
を話し合ったことなどをきっかけに応援団の結成に至りまし
た。応援団では定期的に会合が開かれており、団員が利活
用策などについて話し合っているほか、今後はＳＮＳやイベ
ントを通した魅力発
信などに取り組ん
でいく考えです。同
年12月には、団員で
ある角田市議、柴
田町議の皆さんが
来学され、黒須さん
と桜田葉子学長と
懇談しました。

2つの文学賞で賞を受賞
　大学院心理学研究科臨床
心理学専攻の大久保蓮さん
（福祉心理学科卒）が第6
回仙台短編文学賞で、作品
「世界が終わる日」が仙台
市長賞、第76回福島県文学
賞詩部門で、作品「赤の産
声」が奨励賞を受賞しました。
大久保さんは、第5回仙台短
編文学賞で学生対象の最高
賞にあたる東北学院大学賞
を受賞しており、同文学賞で
2年連続の受賞となりました。

信夫山のゆず   復活プロジェクト
　原発事故の影響で出荷停止となっていた福島市の「信夫
山のゆず」の一部出荷停止解除を受け、生産者や市内洋菓
子店、加工事業者、福島東稜高校によるプロジェクトを立ち
上げました。ゆずのブランド再構築や販路拡大、商品開発等
を目指して活動しています。
　活動では、学生や高校生
が収穫作業やロゴマークの
制作に取り組んだほか、信
夫山のゆずを使ったスイーツ
の試食販売会も企画運営し
ました。市内の洋菓子店が
開発した商品は各菓子店で
販売されています。

４年ぶりに大学祭一般公開
　令和5年度、大学祭「のぎく祭」が4年ぶりに一般公開で
開催いたしました。学科やクラブごとに工夫を凝らした企画
を開催したほか、お
笑いライブや宮代
キャンパスを会場と
したクイズラリー、
豪華景品が当たる大
抽選会など多彩なイ
ベントが開かれまし
た。会場にはキッチ
ンカーも並び、来場
者や学生らでにぎわ
いました。

福島民報広告大賞で学生2名が優秀賞
　第62回福島民
報広告大賞で、
情報ビジネス学
科の髙橋那菜歩
さん、藤原菜月
さん（受賞当時2
年）が学生クリエ
イターの部で優
秀賞を受賞しま
した。同部門の
テーマは「福島
民報が読みたくなるよう広告」。髙橋さんと藤原さんの感性
が光る作品が一般公募の中から選出されました。
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客員研究員とは
福島学院大学は、地域の学術の発展に貢献するため、高度な研究に従事しようとする学術研
究者や、地域連携センターの取り組みに協力し、その活動をより深化させていただける研究者、
企業の方、地元の方々に客員研究員として就任いただき、その研究活動等を支援しております。
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福島映像企画様、タチバナ工芸社様から絵本の寄贈
令和5年7月13日

とうほう地域総合研究所様から学術書などの寄贈
令和5年11月14日

元同窓会長の高荒正子様から本学と同窓会へ寄付金
令和5年11月27日

福島ロータリークラブ様から図書の寄贈
令和5年11月30日

NPO法人ハート・オブ・ゴールド福島クラブ様から米の寄贈
令和6年2月2日

コバックス様から図書の寄贈
令和6年2月19日
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令和５年度も地元の企業・団体、個人の皆様から図書や寄付金などのご支援をいただきました。
皆様の温かいご支援に感謝申し上げます。支援品寄贈

客 員 研 究 員
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